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　今回の受賞論文は「高強度・高性能コンクリートの性能評価と品質管理方法に関する一連の研究」と題したも
ので、陣内教授が約30年の間に公表した28編の高強度・高性能コンクリートに関する論文を、総合論文として再
構成したものとなっています。
　この研究によって明らかになった様々な知見は、高強度・高性能コンクリートの発展に貢献するとともに、タワ
ーマンションなどの超高層建築の実現に寄与しております。

　陣内教授は、日本大学で修士課程まで建築を学び、1992年に大成建設に入社し
主に技術研究所でコンクリートの研究に従事した後、2017年に本学に入職しまし
た。本学工学部では、「高強度」「色」「副産物利用」を主なテーマとし、環境に
やさしく、付加価値の高いコンクリートの研究をしています。

　今回の受賞について、陣内教授は「日本建築学会賞（論文）のような歴史のある
賞を賜り、誠に光栄に存じます。この一連の研究が受賞につながるためには、現在
所属する東京工芸大学の先生方、一緒に研究している学生のみなさん、学協会等で
ご一緒させて頂いている先生方や企業の研究者のみなさまの貴重なご意見もとても
重要でした。みなさまに感謝申し上げます。」と話しています。

■日本建築学会賞
　建築に関する学術・技術・芸術の進歩発達をはかるとともに、わが国の建築文化を高める目的で、建築に関す
る特に優秀な業績を表彰する。受賞者には賞状・賞牌、さらに作品に対しては銘板を贈る。

【日本建築学会ホームページ】
　2022年各賞受賞者：https : / /www.a i j . o r . jp /2022/2022pr i ze .h tml
　講評文：https : / /www.a i j . o r . jp / images/pr i ze /2022/pdf /2_1award_002 .pd f
　業績紹介：https : / /www.a i j . o r . jp / jpn/des ign/2022/data /2_1award_002 .pd f

　本学工学部工学科 陣内浩教授

東京工芸大学工学部 陣内浩教授が
日本建築学会賞（論文）を受賞

　東京工芸大学（学長：吉野弘章、所在地：神奈川県厚木市、以下本学）工学部工学科建築学
系の陣内浩教授が、日本建築学会において、2022年日本建築学会賞(論文)を受賞しました。
この賞は、近年中に完成し発表された研究論文であって、学術の進歩に寄与する優れた論文
に与えられるものです。


